












































1型：〈漢語〉リ’（理） ヤ’（夜） キ’（機） ダ’イ（代） ヤ’グ（夜具）
２ 語レベルにおける音声文法の構想
〈日常使わない語〉ヒ’（樋） カ’（寡） エ’（餌）




－1型：シキ’（式） ニク’（肉） ハチ’（八） ネツ’（熱）
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3. 1 動詞と形容詞のアクセントは 0型と－2型しかない。
動詞と形容詞のアクセントは体言より単純である。原則としてその型の
数は 2種類しかない。つまり平板式の 0型と起伏式の－2型である。




0型 五段動詞 ナル（鳴る） アガル（上がる） アツカウ（扱う）
上一段動詞 キル（着る） アビル（浴びる） モチイル（用いる）
下一段動詞 ネル（寝る） ハレル（腫れる） クラベル（比べる）
サ変動詞 スル（する）
－2型 五段動詞 ヨ’ム（読む） オヨ’グ（泳ぐ） ヨロコ’ブ（喜ぶ）
上一段動詞 ミ’ル（見る） オキ’ル（起きる） ヒキイ’ル（率いる）
下一段動詞 デ’ル（出る） タエ’ル（耐える） シラベ’ル（調べる）
カ変動詞 ク’ル（来る）





－2型：ヨ’イ（良い） ナ’イ（ない） コ’イ（濃い） アオ’イ（青い）
チカ’イ（近い） ハヤ’イ（早い） スズシ’イ（涼しい） オ
オキ’イ（大きい） オモシロ’イ（面白い） ヤカマシ’イ（喧
しい）
0型：アカイ（赤い） アサイ（浅い） アツイ（厚い） アマイ（甘
い） アライ（荒〈粗〉い） ウスイ（薄い） オソイ（遅い）
オモイ（重い） カタイ（堅〈硬〉い） カルイ（軽い） キツ
イ（きつい） クライ（暗い） ケムイ（煙い） ツライ（辛い）
トオイ（遠い） ネムイ（眠い） マルイ（丸〈円〉い） ア
カルイ（明るい） アブナイ（危ない） アヤウイ（危うい）
アヤシイ（怪しい） イカツイ（厳つい） イケナイ（いけな
い） イヤシイ（卑しい） オイシイ（おいしい） カナシイ















































































































































平和 ヘイワ→ヘイワ（ダ） 健康 ケンコウ→ケンコウ（ダ）
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